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世界中でｿﾌﾄｳｪｱ開発の問題が発生しつづけ,更に間題解決のための改善活動がなかな

か効果をあげていないという現状を踏まえ,まずｿﾌﾄｳｪｱ開発とそのﾌﾟﾛｾｽ改善の持つ本質

的な問題点を整理し,解決のために取り組むべき方向を示す.ﾌﾟﾛｾｽ改善は課題解決型の取

り組みである.ﾌﾟﾛｾｽ改善に対する共通の認識が組織に存在しない場合,非常にﾐｸﾛな末端

ﾚﾍﾞﾙでの改善のみに終わることになる.そこで,非常にﾏｸﾛなﾚﾍﾞﾙでのﾌﾟﾛｾｽ改善ﾓﾃﾞ

ﾙを提示し,ﾌﾟﾛｾｽ改善を成功させるために必要な知識を整理した.また,ﾌﾟﾛｾｽ改善の中

での最後まで課題として残る品質問題については,晶質問題の持つ難しさの由来を整理し,開

発工程毎の品質決定要因と品質改善のための取り組み項目について述べた.

次に,実ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾃﾞ-ﾀの分析に基づくﾌﾟﾛｾｽ改善の三つの事例を紹介した.

第-の事例では,品質向上のためにﾃﾞｻﾞｲﾝﾚﾋﾞｭ-が有効であることに着目し,全設計工

数中に占めるﾃﾞｻﾞｲﾝﾚﾋﾞｭ-工数の比率とﾌｲ-ﾙﾄﾞﾃｽﾄ品質の関係を分析した.その結果,

ﾚﾋﾞｭ-工数比率が10%以上となるﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでは,ﾌｲ-ﾙﾄﾞ品質が明らかに高く,ﾚﾋﾞｭ-

工数比率が20%に達するとﾌｲ-ﾙﾄﾞﾊﾞｸﾞはほとんど発生しないことが分った.更に,ｺ-ﾃﾞｨﾝ

ｸﾞ工程における設計工数中に占めるﾃﾞｻﾞｲﾝﾚﾋﾞｭ-工数の比率がﾌｲ-ﾙﾄﾞ品質に大きな影

響を与えることを示し,ｺ-ﾄﾞﾚﾋﾞｭ-工数比率を15%以上確保すべきであることが分った.

第二の事例では,ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが安定していないとﾛｽが生じて生産性と晶質が共に低下する

計画のあることを示した.ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの安定度を｢開発費の計画値と実績値の帝離度｣で評価し

た場合,帝離が± 10%以内のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでは,生産性や品質の大幅な低下が見られないことを

示した.また,生産性と品質は-般にﾄﾚ-ﾄﾞｵﾌの関係にあるとさせているが,ﾃﾞｻﾞｲﾝﾚﾋﾞｭ-

工数比率と生産性の間には高い正の相関があり,ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを安定させ,実行すべきﾌﾟﾛｾｽ

を確実に実行することが,生産性と品質を共に高くすることを示した.更に,工程計画書の内容を

評価し,その充実度と開発費の計画値と実績値の帝離度に高い相関があり,綿密な計画がﾌﾟﾛ

ｼﾞｪｸﾄを安定させ,生産性と品質を共に高くすることも示した.

第三の事例では,開発者指向のﾌﾟﾛｾｽ改善の枠組みを提案し,枠組みを利用することで計

画どおりにﾌﾟﾛｾｽ改善を行えることを示した.提案する枠組みでは,現状の開発ﾌﾟﾛｾｽを形

式的に記述し,開発者によって実行可能な改善計画を提示することが出来る.更に,改善計画

に基づいてﾌﾟﾛｾｽ改善を行った時に得られるであろう利益を定量的に予測することも可能であ

る.利益予測を提示することで,ﾌﾟﾛｾｽ改善の動機付けを開発者に対して行うことが出来る.枠

組みの利用により,約10%の工数削減が確認された.

最後に,ﾌﾟﾛｾｽ改善を定常的に実施する上での障害を整理し,ﾌﾟﾛｾｽ改善運動を立ち上

げ,組織に定着させるまでの取り組み方についてまとめた.



(論文審査結果の要旨)

本論文は,ｿﾌﾄｳｪｱ開発とそのﾌﾟﾛｾｽ改善の持つ本質的な問題点を整理し,解決のため

に取り組むべき方向を,具体的な事例を通して示したものである.特に,非常にﾏｸﾛなﾚﾍﾞﾙで

のﾌﾟﾛｾｽ改善ﾓﾃﾞﾙを提示すると共に,ﾌﾟﾛｾｽ改善を成功させるために必要な知識を整理し

ている.また,開発工程毎にｿﾌﾄｳｪｱ品質の決定要因と品質改善のための取り組み項目につ

いても明らかにしている.

ﾌﾟﾛｾｽ改善の事例は次の3つである.

(1)ﾃﾞｻﾞｲﾝﾚﾋﾞｭ-による品質向上

全設計工数中に占めるﾃﾞｻﾞｲﾝﾚﾋﾞｭ-工数の比率とﾌｲ-ﾙﾄﾞﾃｽﾄ品質の関係を分析し

ている.その結果,ﾚﾋﾞｭ-工数比率が10%以上となるﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでは,ﾌｲ-ﾙﾄﾞ晶質が

明らかに高く,ﾚﾋﾞｭ-工数比率が20%に達するとﾌｲ-ﾙﾄﾞﾊﾞｸﾞはほとんど発生しないこと

が示されている.特に,ｺ-ﾄﾞﾚﾋﾞｭ-工数比率は15%以上にすべきであると主張している.

(2)ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ安定度とｿﾌﾄｳｪｱ品質･生産性

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの安定度を｢開発費の計画値と実績値の帝離度｣で評価するとした上で,帝離が

± 10%以内のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでは,生産性や品質の大幅な低下は認められないことが示されて

いる.特に,生産性と晶質は-般にﾄﾚ-ﾄﾞｵﾌの関係にあるとさせているが,ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを

安定させ,実行すべきﾌﾟﾛｾｽを確実に実行することで,生産性と品質を共に高くすることが

可能であることが示されている.また,綿密な計画がﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを安定させ,生産性と品質を

共に高くすることも示されている.

(3)利益予測に基づくｿﾌﾄｳｪｱﾌﾟﾛｾｽ改善

現状の開発ﾌﾟﾛｾｽを形式的に記述し,開発者によって実行可能な改善計画を提示するた

めの枠組みを提案し,その有効性を実ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾃﾞ-ﾀにより示している.提案する枠組み

では,改善計画に基づいてﾌﾟﾛｾｽ改善を行った時に得られるであろう利益を定量的に予測

することが可能である.利益予測を提示することで,ﾌﾟﾛｾｽ改善の動機付けを開発者に対し

て行うことが出来るだけでなく,開発工数が約10%削減されることも示されている.

以上のとおり,本論文は,ｿﾌﾄｳｪｱ開発におけるﾌﾟﾛｾｽ改善を組織的,かつ,定常的に実

施する上での障害を明確にすると共に,開発組織においてﾌﾟﾛｾｽ改善運動を立ち上げ,定着

させるまでの具体的,かつ,効果的な取り組み方を示している.その成果は,ｿﾌﾄｳｪｱ開発に

おけるﾌﾟﾛｾｽ改善と晶質向上技術の発展に貢献するものであり,本論文は博士(工学)論文と

して価値あるものと認める.


